




























































































































































































































































































2017年 5 月 2 日（火）
8:50-10:20
すずめ踊り・お囃子合同練習①




2017年 5 月 7 日（日）
10:00-12:00
お囃子練習③ 地域の太鼓インストラクターからの指導



































































Concerning Shudan-ishiki  I  observed  that 
different groups of dancers wore the same 

























At  the  very  end  the  parade  ended  by 





giving  the  feeling  of  belonging  to  it . 
Additionally  I  could  see  some  company 




























While wearing  the  happi  together with 
everyone else  in the class,  it made me feel 
more  part  of  the  group. We  were  all 
connected and in this together, even though 
it  was  just  the  clothes  that  bound  us 
together  from the spectators point of view. 
Also while  practicing  together  for  the 
festival, meeting after  school  and develop 
together  created  a  strong bond with  the 
rest of  the group.  In addition  to  this, after 
the  festival  we  all  shared  a  feeling  of 
accomplishment, we had  succeeded with 
something  together and  that made us  feel 
more  unitied.  I  think  this  is why  some 
companies make  their  new  employees 
attend  and  dance  in  the  festival. What 
comes after working hard together, pushing 




































Gambar i ,   or   Japanese   pat ience   and 















































hard  to  keep  saying “sore”  during  the 
parade,  but  as  soon  as you  could hear  it 

























We  learned  the dance  from “masters” by 




they  did.  To memorize  the  dance  we 
repeated it very often, without feedback and 
clear instructions. I think this is the Do-sprit 




















us, when our  ohayashi  group was  tought 
how  to  play  taiko.  All  teachers  didn’t 
explain us anything, but showed dozens of 
times how to play. They didn’t explain us 
where  the stops were,  they  just  told us  to 
listen  to music and pay attention  to other 





























subtle  and not perceived  right way  from 
audience. Additionally  it was  interesting to 
me  that  they  tried  to  teach us  even  the 
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freestyle  so  that we could do  it  the  right 
way. When we got our happi  our  teacher 
stressed  that  folding  it  correctly  is  very 
important and some people  think  this  it  is 
culture to do it the right way.
（私たちのクラスに教えに来てくださった
方々は，たくさんの細かいことに着目してい
て，正しい動きを何度も繰り替えすことに
よって私たちに間違えを直させようとしてい
た．例えば，正しい扇子の持ち方を強調し，
それはよりとらえがたいもので，観客からそ
の正しい持ち方は気付かれないようなことで
ある．加えて，自由踊りさえも私たちに教え
ようとしてくれたことは私にとって興味深
かったし，教えてもらったおかげで私たちは
正しく踊ることができた．私たちが法被を受
け取った時も，私たちの先生は正しく折り目
をつけて畳むことがとても大切で，これを正
しくすることが文化であると考える人もいる
と言うことを強調していた．）
このように学生たちは，練習の中での指導者からの
教え方，習い方のスタイルの違いを感じるとともに，
おどり踊りにある種の「正しさ」が存在し，参加者は
そこを目指して鍛錬しているということを観察し，そ
れらを道の概念と結びつけていた．昨年までは，週 1
回の授業で，祭りまでの時間の少なさゆえに，自分の
踊りを覚えるので精一杯だった学生も多く，地域の人
の踊りに対する姿勢にまで目を向ける余裕がない学生
が多かった．2017年度は，週 2回の授業時間もあり，
文化概念を学んだことで，地域の方々の踊りを見る学
生の目も異なっていたのかもしれない．事実，学生た
ちは自分自身の踊りの細部にまで気を配り，前述のよ
うに扇子の持ち方について指摘していた学生もいた
が，扇子の向きや角度にも注意を払って練習した．祭
り本番のステージパフォーマンスでも，最後のポーズ
で扇子の違う色の側を表に出したり，隣の人との高さ
が違っていたりすることがよくあるのだが，2017年度
はそういったことがなく，見事に揃っていたのも，学
生の意識の違いによるところは大きい．
5 ．まとめと今後の課題
本実践では，2015年度より地域住民から踊りやお囃
子を習い，ともに練習をし， 5月に開催される仙台・
青葉まつりに参加してきた．地域の人々とともに取り
組む国際共修の中での学生の気づきや学びを最大限に
しようと毎年授業デザインの改良を重ねてきた．特に
学生が日本文化や社会に対して理解をより深められる
ような授業を目指した．初年度は，仙台・青葉まつり
の後の授業で，それぞれの学びをグループで共有し，
その後にレポートを書くという形をとったが，全てが
終わってしまった後だと，深く内省できる学生とそう
ではない学生の差が顕著になってしまい，自身の文化
的な感覚をもとに考える学生もいたので，ステレオタ
イプを助長してしまった部分もあった．それを改良す
るべく，翌年2016年度には，学生が活動の中で気づい
たことをメモがとれるよう，ノートを準備することを
促したが，学生が観察する視点や考える視点を特に支
援していなかったため，何をしたかという単なる活動
記録になってしまった．これら 2年間の取り組みの課
題を踏まえ，東北大学がクォーター制を導入したのを
利用して，週2回の授業で実施することとして，学生
が観察する視点や考える視点を持てるような支援をす
るべく，文化概念について一緒に読み物を読んだり，
ディスカッションをしたりする時間を設けた．それに
よって，学生の内省の質が大きく変わった．授業内で
扱った「集団意識」，「頑張り」，「道」という概念を踏
まえた上で，練習や祭り本番中の地域の参加者や祭り
の様子を観察し，分析することができたことで，学生
により深い気づき，学びが起こった．「集団意識」に
関しては，すずめ踊り，仙台・青葉祭りの準備，そし
て祭り当日の彼らの経験や観察から，いかに集団意識
が生まれ，帰属感が生まれ，人々が結束し，そしてそ
れが仙台という土地でどのような役割を果たしている
のかまで学生たちは考えを深めることができた．「頑
張り」に関しては，いかに労力を費やしたかというと
ころに価値があり，そしてそれを追求するには，互い
に競い合うのではなく，互いに応援し合う関係にある
ことを観察や自身の体験から，考察した．ともに高み
を目指すというところや，仲間が頑張っているから自
分も頑張るというように集団意識的な要素も合わせて
─  406  ─
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分析していた．「道」に関しては，名人を真似，学ぶ
という姿勢に自文化との違いを感じ，また完璧さや正
しさを追い求める姿勢も観察していた．
しかし，まだ改良するべき点は多い．すずめ踊りや
お囃子の練習をしつつ，同時並行で「集団意識」，「頑
張り」，「道」という概念を学び，ディスカッションを
行ったわけであるが，やはり学生によって分析や考察
に差がある．例えば，集団意識に関しても衣装や化粧
の祭連ごとの統一感，や祭全体での統一感に気づいて
も，地域住民の参加の様子を観察し，手締めの意味や
企業が参加する意味まで考えられた学生は一部であ
る．来年度以降は，ディスカッションや最後の振り返
りでこういった着眼点を学生と共有しながら，より多
くの学生がいろいろなことに気づき，考えられるよう
なきっかけをつくる必要がある．また使用した教材
「The Japanese mind: understanding contemporary 
Japanese culture」は，2002年に発行されたため，扱
われている事例が少し古かったり，準備されている設
問と今の日本社会の状況に乖離があったりする部分が
ある．この教材を使い続けるのであれば，補足的資料
があった方がより学生の理解も深まると思われる．可
能であれば，別教材との差し替えも今後考えていきた
い．
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